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全
木
協
（
一
般
社
団
法

人
全
国
木
造
建
設
事
業
協

会
）
と
全
木
協
山
口
県
協

会
は
、
1
月
18
日
、
応
急

仮
設
木
造
住
宅
建
設
に
関

す
る
仮
設
講
習
会
を
山
口

市
の
「
山
口
き
ら
ら
博
記

念
公
園
多
目
的
ド
ー
ム
」

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
国
の
補
助

事
業
を
活
用
し
た
も
の
で

す
。
全
木
協
と
山
口
県
は

昨
年
1
月
、「
木
造
応
急

仮
設
住
宅
の
提
供
に
つ
い

て
の
協
定
」
を
締
結
。
建

設
山
口
は
全
木
協
山
口
県

協
会
の
構
成
団
体
と
な
っ

て
お
り
、
仮
設
講
習
会
の

開
催
に
あ
た
り
、
中
国
地

方
版
の
木
造
応
急
仮
設
住

宅
の
仕
様
や
図
面
に
つ
い

て
3
回
の
運
営
委
員
会
で

協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
座
学
と
し

て
、「
全
木
協
の
概
要
」「
東

日
本
大
震
災
及
び
熊
本
地

震
で
の
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
学
習
。午
後
か
ら
は
、

9
坪
モ
デ
ル
建
て
方
施
工

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
国
地
方
版
の
仕
様
に

基
づ
き
、
最
初
に
柱
、
梁
、

小
屋
組
、
屋
根
垂
木
ま
で

を
施
工
。
そ
の
後
、
金
物

付
・
筋
交
・
間
柱
・
界
壁

下
地
に
分
か
れ
て
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
界
壁

仕
様
の
説
明
を
主
幹
事
工

務
店
の
担
当
者
か
ら
受
け
、

床
合
板
施
工
、
断
熱
シ
ー

ト
貼
り
ま
で
作
業
。
作
業

工
程
の
中
で
実
際
に
木
造

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
を

想
定
し
、
手
順
を
一
つ
ひ

と
つ
確
認
し
な
が
ら
、
施

工
上
の
問
題
点
も
理
解
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
県
協

会
役
員
と
し
て
吉
村
副
会

長
（
執
行
委
員
長
）、
小
林

専
務
理
事
（
書
記
長
）、
受

講
者
と
し
各
支
部
か
ら
20

人
（
建
築
大
工
職
種
）
が

参
加
。
全
体
で
受
講
者
は

49
人
で
し
た
。
主
幹
事
工

務
店
（
株
式
会
社
安
成
工

務
店
）
を
は
じ
め
、行
政
・

関
係
団
体
か
ら
も
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
社
会
的
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
は

組
合
の
責
務
で
す
。
今
後

も
様
々
な
取
組
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

大工20人・管理者10人で施工実習

９坪モデルの木造応急仮設住宅

　

建
設
山
口
が
山
口
県
の

認
可
を
受
け
て
設
置
し
て

い
る
「
山
口
建
設
高
等
職

業
訓
練
校
」
で
は
、「
木
造

建
築
科
」
の
平
成
30
年
度

の
訓
練
生
を
募
集
中
で
す
。

　

組
合
の
運
営
す
る
訓
練

校
の
詳
細
は
次
の
通
り
で

す
。

◆
訓
練
期
間
／
2
年
間

◆
訓
練
日
程
／
月
4
〜
5

回
（
平
成
30
年
度
入
学
生

は
毎
週
木
曜
日
）

◆
募
集
対
象
／
建
設
（
大

工
）
を
職
業
と
し
て
働
い

て
い
る
方
で
、
技
能
習
得

に
意
欲
の
あ
る
方
。将
来
、

2
級
建
築
士
、
木
造
建
築

　組合の存在感高める

平成30年度　訓練生募集中

士
、
技
能
士
の
資
格
を
目

指
さ
れ
る
方
。
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
。原
則
と
し
て
、

40
歳
未
満
の
方
で
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
ま
た
は

本
人
が
「
一
人
親
方
等
の

特
別
加
入
」
の
労
災
保
険

加
入
者
。

◆
訓
練
科
目
／
建
築
概

論
、
建
築
生
産
概
論
、
建

築
計
画
、
建
築
構
造
、
工

作
法
、
規
矩
術
、
施
工
法
、

資
格
取
得
者
へ
の

　 

報
奨
金
制
度
ス
タ
ー
ト

　

全
建
総
連
で
は
、
全
建

総
連
資
格
取
得
報
奨
金
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
を
第

57
回
定
期
大
会
で
決
定
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受

け
、
建
設
山
口
で
も
こ
の

制
度
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
資
格
取
得
報
奨
金

制
度
は
、
平
成
30
年
4
月

以
降
に
新
規
に
資
格
取
得

し
た
組
合
員
さ
ん
を
対
象

と
し
、資
格
区
分
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
0
0

円
・
6
0
0
0
円
・

3
0
0
0
円
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

　

対
象
資
格
の
区
分
に
つ

い
て
は
2
面
の【
別
表
1
】

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

木
造
応
急
仮
設
住
宅

　
　
　 

講
習
会
に
参
加

午前中は施工説明の座学

中国地方版

－山口建設高等職業訓練校－

安
全
衛
生
、
測
量
、
法
規
、

仕
様
及
び
積
算
、
建
築
製

図
、
基
本
実
技
な
ど

◆
特
典
　

①
2
年
間
の
訓

練
を
修
了
し
、
技
能
照
査

に
合
格
し
た
者
は
、
2
級

技
能
検
定
（
建
築
大
工
）

の
学
科
試
験
の
免
除
②
2

級
お
よ
び
木
造
建
築
士
受

験
の
実
務
経
験
短
縮
（
高

卒
の
場
合
）
③
授
業
料
、

教
科
書
、
教
材
費
無
料
④

交
通
費
の
一
部
、
昼
食
支

給
（
組
合
員
が
対
象
）

◆
締
め
切
り
／
3
月
20
日

◆
申
込
／
建
設
山
口
本
部

ま
た
は
、
各
支
部
に
入
校

申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

対象資格等の
区分については
2面

［別表1］
をご確認ください

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
中
建
国
保
加
入
は
、

協
会
け
ん
ぽ
加
入
と
同

等
の
扱
い
」
と
な
り
ま

す
。
元
請
な
ど
か
ら
強

要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。 法人設立の前に

組合へご連絡を

積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
ま
す

■
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

正
確
な
賃
金
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
、

賃
金
の
引
き
上
げ
の
運

動
の
原
点
で
あ
り
、
今

後
の
運
動
の
方
向
を
探

る
上
か
ら
も
、
た
い
へ

ん
重
要
な
意
義
を
も
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
全

組
合
員
を
対
象
に
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
票
は
3

月
の
初
旬
に
各
支
部
に

送
付
し
、
保
険
証
の
交

換
等
を
利
用
し
て
調
査

を
行
い
ま
す
。

災害時の社会的役割
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建
設
山
口
青
年
部
は
、

1
月
20
日
、
次
世
代
対
策

交
流
会
を
建
設
山
口
本
部

会
館
に
て
基
本
組
合
10
人
、

青
年
部
10
人
、
計
20
人
の

参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

3
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
交
流
会
は
後
継

者
の
育
成
問
題
や
次
世
代

対
策
問
題
に
つ
い
て
、
基

本
組
合
の
役
員
と
青
年
部

が
意
見
を
交
換
す
る
場
と

し
て
、
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

会
議
の
中
で
「
支
部
の

会
議
等
で
青
年
部
の
意
見

が
通
せ
る
こ
と
。
こ
れ
が

次
世
代
対
策
に
な
る
。
意

見
が
通
る
、
話
し
合
え
る

こ
と
が
大
事
」「
昔
と
比

べ
て
今
は
青
年
部
に
対
し

て
基
本
組
合
の
理
解
が
あ

る
」「
こ
の
会
議
の
出
席

者
を
も
っ
と
増
や
し
た

い
」
等
の
意
見
が
活
発
に

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆

　

翌
1
月
21
日
、
各
支
部

青
年
部
の
親
睦
を
は
か
る

仲
間
の
輪
を
広
げ
よ
う

広島国税局交渉
中国地方協議会

青年部

た
め
、
県
内
交
流
集
会
を

山
口
市
の
「
ボ
ウ
リ
ン
グ

の
森
」
に
て
、
11
支
部
30
人

の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
交
流
集
会
は
仲

間
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

8
レ
ー
ン
に
分
か
れ
て

ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。
ス
ト

ラ
イ
ク
あ
り
、
ガ
タ
ー
あ

り
と
、
仲
間
と
親
睦
を
深

め
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
ス
コ
ア
の

事
前
に
設
定
さ
れ
た
順
位

に
基
づ
き
選
ば
れ
た
7
人

か
ら
ジ
ャ
ン
ケ
ン
と
い
う

形
で
特
賞
獲
得
者
を
決
め

る
こ
と
に
な
り
、
藤
林
賢

悟
さ
ん
（
防
府
・
33
）
が

見
事
に
獲
得
。
特
賞
の
イ

ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
」

事
を
最
重
点
と
し
、
今
年

一
年
の
青
年
部
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

資格取得報奨金制度・対象資格一覧

11支部30人の参加者で交流

　

税
金
対
策
部
で
は
、
昨

年
12
月
に
所
得
計
算
書
学

習
会
を
県
下
2
会
場
で
開

催
し
、
こ
の

学
習
会
で
記

帳
の
仕
方
を

学
び
、
そ
れ

を
基
に
決
算

書（
内
訳
書
）

・
確
定
申
告

書
を
作
成
す

る
確
定
申
告

人
）、
26
日
山
口
（
8
人
）、

28
日
下
関
（
1
0
3
人
）

の
合
計
1
2
2
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
初
め
に
、
今

年
度
の
主
な
変
更
点
で
あ

る
「
医
療
費
控
除
添
付
書

類
の
変
更
」
と
「
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

の
創
設
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、「
29
年
分
の
申

告
の
主
な
留
意
点
」「
確

定
申
告
書
の
書
き
方
」
な

10
項
目
を
要
請

　

昨
年
12
月
14
日
、
全

建
総
連
中
国
地
方
協
議

会
の
代
表
17
人
が
広
島

国
税
局
交
渉
を
行
い
、

建
設
山
口
か
ら
は
代
表

3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に

広
島
建
労
に
て
事
前
打

ち
合
わ
せ
で
各
県
連
・

組
合
の
報
告
を
行
い
、

国
税
局
交
渉
の
質
問
・

意
見
等
の
内
容
確
認
を

し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
広
島
国

税
局
に
て
交
渉
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

所
得
税
、
消
費
税
等

の
い
わ
ゆ
る
プ
レ
プ
リ

ン
ト
に
つ
い
て
、「
税
理

士
を
代
理
人
と
し
て
い

な
い
納
税
者
、ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
を
利
用
し
て
い
な

い
納
税
者
な
ど
に
つ
い

て
も
税
務
署
か
ら
送
付

さ
れ
な
い
事
象
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

納
税
者
に
対
し
て
は
従

前
ど
お
り
プ
レ
プ
リ
ン

ト
の
事
前
送
付
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

要
請
に
対
し
て
は
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
告
が

進
ん
で
い
る
こ
と
、
ま

た
、
行
政
手
続
き
の
利

便
性
向
上
や
事
務
負
担

の
軽
減
の
観
点
か
ら
検

討
し
た
結
果
、ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー

で
申
告
書
を
作
成
し
自

宅
等
で
プ
リ
ン
ト
し
た

方
に
つ
い
て
も
翌
年
か

ら
は
プ
レ
プ
リ
ン
ト
で

は
な
く
ハ
ガ
キ
を
送
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
告

等
の
普
及
状
況
を
見
な

が
ら
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
」
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、「
記
帳
の

義
務
化
が
、
零
細
事
業

者
に
過
度
の
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
欲

し
い
」
な
ど
、
合
計
で

10
項
目
の
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
請
項
目
と

は
別
に
交
渉
団
か
ら

「
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い

て
、
分
か
り
易
い
資
料

等
が
あ
れ
ば
欲
し
い
」

な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
交
流

貴重な意見交換の場

ど
の
確
定
申
告
に
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全

建
総
連
の
税
金
特
集
号
の

例
題
に
沿
っ
て
、
平
成
29

年
分
事
業
所
得
の
計
算
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

特
に
、
減
価
償
却
の
計

算
に
つ
い
て
は
、
実
際
に

自
分
で
電
卓
を
た
た
い

て
、
練
習
問
題
に
挑
戦
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
節
税

に
つ
い
て
の
質
問
も
あ

り
、
参
加
者
は
熱
心
に
説

明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

確
定
申
告
に
向
け
て

県
下
3
会
場
で
開
催

熱心に説明を聞く参加者

中国五県から17人が参加

学
習
会
を
県
下
3
会
場
で

開
催
。
　

　

1
月
23
日
下
松
（
11
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名
前
か
ら
し
て
寒
そ

う
な
「
氷
ノ
山
」

1
5
1
0ｍ
は
須
賀
ノ

山
と
言
っ
て
い
た
が
、

今
で
は
こ
の
冷
た
い
山

の
名
前
で
知
ら
れ
、
西

登
山
靴

17

久光　義秋（光・大工 68）

氷ノ山
（兵庫県養父市）

支部 平成30年１月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 70 － 7
阿　武 0 － 24
岩　国 1,754 39
宇　部 1,666 30
小野田 572 8
吉　南 1,008 22
下　松 1,133 99
熊毛南 258 － 10
下　関 1,236 － 36
徳　山 765 15
豊　浦 178 6
長　門 183 － 9
萩 203 14
光 246 － 3
防　府 928 21
美　祢 172 － 6
山　口 1,092 51
柳　井 435 25

計 11,899人 235

氷ノ山山頂（1,510m）にて

春の拡大月間突入

　

名
前
は
メ
ル
。
7
歳
の

女
の
子
で
す
。
す
ご
い
特

技
を
持
っ
て
い
て
、
車
の

音
で
主
人
、
私
、
娘
、
息

子
の
誰
が
帰
っ
て
来
た
か

分
か
る
ん
で
す
。
帰
っ
て

来
た
人
で
そ
れ
ぞ
れ
喜
び

方
も
違
う
ん
で
す
。

光
支
部

メルちゃん。７歳の女の子

個
人
か
ら
法
人
化
へ

心
機
一
転

長
門
　

河
部
　

旬
展

（
造
園
工
）

　

昨
年
、
個
人
事
業
主
か

ら
法
人
化
し
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
は
心
機
一
転
、

従
業
員
一
丸
と
な
り
、
業

務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
行
く

所
存
で
す
。
健
康
と
安
全

に
気
を
付
け
て
、
業
務
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

頭
と
体
を
使
う

大
工
さ
ん
は
重
労
働

宇
部
　

豊
島
　

麻
由

（
看
護
師
）

　

主
人
は
大
工
を
し
て
い

ま
す
。
時
々
、
手
伝
い
に

行
き
ま
す
。
大
工
さ
ん
の

仕
事
は
大
変
で
す
。
頭
と

体
を
使
う
の
で
と
て
も
重

労
働
で
す
よ
。

そ
ん
な
メ
ル
は
6
年
前
ワ

ン
ワ
ン
銀
行
か
ら
、
隅
っ

こ
で
ブ
ル
ブ
ル
震
え
て
い

た
の
を
貰
っ
て
き
た
の
で

す
が
、
今
で
は
態
度
が
デ

カ
イ
の
な
ん
の
。

　

で
も
美
人
で
す
。
誰
に

似
た
の
か
な
、え
、私
ワ
ン

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
1
月
末
現
在
、
左
表
の

と
お
り
、
1
万
1
8
9
9

人
と
な
り
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
み
る
と
加
入

者
が
1
1
0
5
人
、
脱
退

者
が
8
7
0
人
で
、

2
3
5
人
の
増
加
と
な

り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て
、

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
そ
の

こ
と
は
、
組
合
員
さ
ん
の

生
活
を
守
る
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
、
3
月
か
ら
6

月
を
「
春
の
拡
大
月
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
、
ま
わ
り
に
未

加
入
者
は
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
？
未
加
入
の
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
（
中
建
国
保
・
労

災
保
険
・
税
金
相
談
・
各

種
共
済
制
度
等
）
を
伝
え
、

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を

組
合
に
迎
え
入
れ
ま
し
ょ

う
。
組
合
員
及
び
家
族
の

皆
さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向

け
た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

早
く
春
よ
こ
い

山
口
　

渡
邉
　
　

良

（
木
　

工
）

　

朝
、
寒
く
て
な
か
な
か

布
団
か
ら
出
る
こ
と
が
出

来
な
い
で
す
。
顔
を
洗
う

の
も
凍
り
そ
う
な
水
と
の

戦
い
で
す
。
早
く
春
が
こ

な
い
か
な
。

が
ら
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
」
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、「
記
帳
の

義
務
化
が
、
零
細
事
業

者
に
過
度
の
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
欲

し
い
」
な
ど
、
合
計
で

10
項
目
の
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
請
項
目
と

は
別
に
交
渉
団
か
ら

「
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い

て
、
分
か
り
易
い
資
料

等
が
あ
れ
ば
欲
し
い
」

な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
で
は
雪
質
が
良
い

ス
キ
ー
場
と
し
て
シ
ー

ズ
ン
の
ゲ
レ
ン
デ
に
は

多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が

賑
う
。

　

4
月
下
旬
、
私
た
ち

は
鳥
取
県
若
桜
町
春
米

か
ら
仙
谷
ル
ー
ト
で
山

頂
を
め
ざ
す
。
谷
は
ま

だ
雪
溜
ま
り
が
残
り
軽

ア
イ
ゼ
ン
の
お
世
話
に

な
る
。
雪
解
け
水
と
残

雪
の
沢
に
ミ
ソ
サ
ザ
イ

の
さ
え
ず
り
が
響
き
渡

る
。
7
合
目
辺
り
で
谷

と
分
か
れ
急
登
の
ク
マ

笹
帯
を
し
ば
ら
く
歩
く

と
、
兵
庫
県
側
の
登
山

道
と
出
会
う
。
秋
の
季

節
は
兵
庫
県
内
の
中
学

生
が
「
親
水
公
園
」
登

山
口
か
ら
列
を
な
し
て

歩
く
道
で
も
あ
る
。

　

山
頂
は
三
角
形
屋
根

の
小
屋
が
建
ち
展
望
も

ひ
ら
け
、
気
持
ち
の
良

い
風
が
吹
い
て
い
る
人

気
の
山
で
あ
る
。
春
は

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

根
曲
が
り
竹

を
収
穫
す
る

地
元
の
お
ば

さ
ん
た
ち
と

出
会
う
、
根

曲
が
り
竹
は

焼
く
と
甘
く

食
感
が
良
い

山
菜
で
あ
る

が
、
熊
の
好

物
な
の
で
単

独
行
は
注
意

さ
れ
た
し
。

　

こ
の
山
系

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

の
特
筆
は
羽
を
広
げ
る

と
2ｍ
近
く
あ
る
猛
禽

類
の
「
イ
ヌ
ワ
シ
」
の

生
息
地
で
知
ら
れ
、
自

然
が
残
る
数
少
な
い

山
々
で
あ
る
。
麓
の
山

荘
に
は
数
多
く
の
鳥
の

写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

私
た
ち
も
夜
は
「
コ
ノ

ハ
ズ
ク
」
の
泣
き
声
で

眠
り
「
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ

ン
」
の
声
で
目
を
覚
ま

す
。
と
に
か
く
「
鳥
の

種
類
の
多
さ
に
わ
く
わ

く
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を

楽
し
ん
だ
。
し
か
し
、

昨
年
25
年
ぶ
り
に
訪
れ

た
が
麓
の
キ
ャ
ン
プ
場

は
今
風
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
に
変
わ
り
記
憶

に
あ
る
場
所
で
は
な

か
っ
た
。
イ
ヌ
ワ
シ
や

小
鳥
た
ち
の
棲
む
環
境

は
失
わ
れ
て
い
た
が
、

ま
だ
近
く
の
山
域
に
生

息
し
て
い
る
テ
レ
ビ
の

映
像
に
「
氷
ノ
山
の
空

に
い
つ
ま
で
も
鷲
よ
翔

べ
」
と
願
い
つ
つ
氷
ノ

山
の
空
を
想
い
出
す
。

sssssssssssssssssssssssssssssssssssss

sssssssssssssssssssssssssssssssssssss

ヒヤリ・ハット事例
冬道での交通事故

　全業種

業　　種

　雪道や凍結路を走行するときは、急ハンドルや急ブレーキを
避ける。
　また、カーブを通過するときや交差点で曲がるときは手前で
十分に減速する。

対　　策

　車で移動

作業の種類

　打合せのため、事務所より工
事現場に社有車で向かう途中、
除雪した雪だまりのあるT字路で右折しようとしてブレーキを
掛けたが、アイスバーンのため車は止まらず、そのまま１回転
して、雪山につっこんだ。

ヒヤリ・ハットの状況

宇部まつりで木工教室

宇
部
支
部

　【
宇
部
・
橋
本
晴
夫
（
大

工
・
65
）】
11
月
第
1
日

曜
日
は
宇
部
ま
つ
り
で

す
。
市
民
総
踊
り
で
7
万

人
の
人
手
で
賑
い
ま
す
。

宇
部
支
部
で
は
今
回
で
3

回
目
の
鳥
の
巣
箱
作
り
教

室
を
役
員
8
名
、
主
婦
の

会
2
名
総
勢
10
人
の
参
加

の
も
と
商
店
街
の
ア
ー

ケ
ー
ド
内
で
3
種
類
80
個

を
用
意
し
て
、
10
時
か
ら

開
催
し
ま
し
た
。
顔
見
知

り
の
方
も
何
人
か
来
ら
れ

2
回
目
、
3
回
目
で
す
と

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
中
に
は
女
の
子

も
男
の
子
よ
り
上
手
な
子

が
多
く
次
世
代
の
大
工
さ

ん
は
女
性
も
多
く
な
り
そ

う
で
す
。
み
ん
な
で
金
槌

ト
ン
ト
ン
、
ト
ン
ト
ン
大

奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　

歳
末
助
け
合
い
の
募
金

活
動
も
行
い
、
15
時
に
は

完
了
し
店
じ
ま
い
し
ま
し

た
。
募
金
は
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
渡
し
し
て
、
後

に
う
べ
福
祉
だ
よ
り
に
協

力
者
と
し
て
建
設
山
口
宇

部
支
部
の
名
前
が
記
載
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
宇
部
ま
つ
り
も

参
加
出
店
す
る
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
お
い
で
ま
せ
。
rrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrr

主婦の会も含め総勢10名の参加で開催

未加入者に声かけを

愛 

犬

平
田  

邦
子

貴
重
な
体
験

も
の
づ
く
り
体
験
フ
ェ
ア

防
府
　

阿
部
　

夕
貴

（
家
　

洗
）

　

ネ
ッ
ト
や
お
店
で
な
ん

で
も
揃
う
時
代
な
の
で
、

も
の
づ
く
り
体
験
フ
ェ
ア

な
ど
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
に
な
り
良
い
で
す
ね
。

個
人
で
動
く

や
り
が
い
を
感
じ

山
口
　

竹
内
　

一
弘

（
解
体
工
）

　

最
近
は
リ
フ
ォ
ー
ム
業

を
中
心
と
し
て
い
て
、
個

人
で
動
く
こ
と
が
多
く
な

り
、
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

さ
び
し
い
よ
う
な

う
れ
し
い
よ
う
な

吉
南
　

河
口
　

陽
子

（
事
　

務
）

　

春
か
ら
子
ど
も
が
働
き

始
め
ま
す
。
さ
び
し
い
よ

う
な
う
れ
し
い
よ
う
な
、

子
ど
も
の
成
長
で
す
。

体
調
を
気
遣
っ
て

今
年
も
乗
り
切
り
た
い

小
野
田
　

大
城
　

貞
夫

（
解
　

体
）

　

今
年
の
冬
は
本
当
に
寒

い
で
す
。
体
調
を
く
ず
す

こ
と
な
く
乗
り
切
り
た
い

で
す
。

トントン、トントン大奮闘
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萩　能美　哲志
（ガラス工・47）

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て

能美さん

　「好きなスポーツは何で
すか」と聞かれたら間違い
なくサッカーと答えます。
　小学校４年生からスポーツ少年
団でサッカーを始めてから現在まで
37年間、長い間サッカーに関わってき
ました。
　同級生と楽しく練習や試合をした思
い出や、厳しく指導していただいた恩
師ともいまだに交流がありサッカーを
やっていて良かったなと思います。
　大人になってからは子どもたちに指
導する立場になり、人にものを教える
ことの難しさを知り、教えるために
は学び、理解し自分なりに伝えなけ

ればならないことを知りま
した。

　選手としてスポーツを続ける
ことも楽しいと思いますが、指導

者や審判などの立場としてそれに関
わることで新しい出会いはもちろん、
懐かしい人に会え、若い人たちとも交
流ができ、初めてサッカーを始める子
どもたちに関わることでも新しい発見
があり刺激になります。
　スポーツには観る楽しみもありま
す。サッカーＪ２リーグに所属する
「レノファ山口」を多くのサポーター
と一緒に大歓声で応援してみるのもい
いですよ。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
英
語
は
、
世
界
の
○
○

○
○
○
語
だ
。

⑤
事
故
で
大
渋
滞
。
道
路

が
○
○
し
た
。

⑦
ゴ
ル
フ
で
コ
ー
ス
を
一

周
す
る
こ
と
。

⑧
外
↔

⑩
は
か
り
ご
と
。
○
○
を

ろ
う
す
る
。

⑪
難
し
い
漢
字
に
は
、
ふ

り
ま
し
ょ
う
。

⑬
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な

い
。
不
愉
快
。

⑮
野
心
。
○
○
○
を
抱
く
。

⑯
木
の
上
を
走
り
回
る
小

動
物
は
？

⑱
切
妻
、
寄
棟
、
入
母
屋
。

⑳
攻
守
が
変
わ
り
ま
す
。

㉒
飲
み
過
ぎ
た
次
の
日
。

㉔
の
ぞ
み
・
ひ
か
り
・
○

○
○
。

㉕
食
材
を
一
セ
ン
チ
角
に

切
る
こ
と
を
「
○
○
の

目
切
り
」
と
言
い
ま
す
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
思
い
が
け
な
く
出
会
う
。

②
表
↔

③
成
績
等
を
保
護
者
に
知

ら
せ
る
。
○
○
○
表
。

④
天
に
任
せ
よ
う
。

⑥
訴
え
を
起
こ
さ
れ
た
側

の
当
事
者
の
こ
と
。

⑨
土
地
売
買
の
標
準
価
格
。

⑩
幼
児
が
乗
り
ま
す
。
○

○
○
○
車
。

⑫
農
家
の
物
置
小
屋
。

⑬
一
般
の
傾
向
。
世
の
○

○
○
○
○
。

⑭
も
の
の
考
え
方
。
○
○

が
広
い
。

⑰
建
物
を
強
く
す
る
た
め

に
取
り
付
け
る
斜
材
。

⑲
安
い
・
高
い
。
買
い
物

は
こ
れ
を
よ
く
み
て
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

㉑
ひ
し
形
で
平
た
く
、
尾

が
細
長
い
魚
。

㉓
夫
↔◆◆

◆
　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
4
月
10
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
283
号
解
答
◇

　

コ
マ
マ
ワ
シ

〈
当
選
者
〉【
岩
国
】
大
江

京
子
【
宇
部
】
落
合
智
子

【
吉
南
】平
田
佳
弘【
下
松
】

若
狭
千
賀
子
【
下
関
】
西

田
正
志
【
徳
山
】
中
村
明

輝【
萩
】波
多
野
光
代【
防

府
】
青
木
　

 

【
山
口
】
清

水
大
樹
・
山
本
茂
子  

（
応

募
総
数
79
）

作・斉藤達夫

咳のレベル

タ
チ
が
悪
く
て

・
　・

咳
の
レ
ベ
ル
も

ハ
ン
パ
じ
ゃ

な
い
ね

今
年
の
カ
ゼ
は
…

実
に
も
う

西岩国駅・「旬彩館」
○農産物直売所　火曜日　９：00～ 16：00
　　　　　　　　木曜日　９：00～ 16：00
○ふれあい朝市　土曜日　９：00～

駅
舎
を
利
用
し
て
朝
市

近
隣
か
ら
新
鮮
野
菜

　【
岩
国
・
山
本
英
治
（
塗

装
・
73
）】
岩
徳
線
の
西

岩
国
駅
が
数
年
前
か
ら
無

人
駅
に
な
り
、
駅
舎
を
利

用
し
て
毎
週
火
・
木
曜
日

に
直
売
会
、
土
曜
日
に
朝

市
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
中
心
と
な

り
、
近
隣
の
農
家
の
方
々

が
集
ま
っ
て
出
店
し
て
い

る
の
で
、
野
菜
は
新
鮮
で

値
段
は
格
安
で
お
買
い
得

で
す
。
　

　

ま
た
、
メ
キ
シ
コ
産
ア

ロ
ー
カ
ナ
と
い
う
名
の
珍

し
い
品
種
の
卵
も
売
っ
て

い
て
、
価
格
は
市
場
の
三

分
の
一
く
ら
い
（
ウ
コ
ッ

ケ
イ
の
卵
よ
り
栄
養
価
が

数
倍
高
い
そ
う
で
す
）。
普

通
の
鶏
の
野
飼
い
の
卵

（
有
精
卵
）
も
あ
り
、
こ

れ
も
三
分
の
一
く
ら
い
の

値
段
で
す
。
土
曜
日
に
は

周
防
大
島
町
か
ら
鮮
魚
店

も
出
て
来
る
そ
う
で
、
ど

の
品
も
ス
ー
パ
ー
の
半
値

く
ら
い
。
ち
な
み
に
私
は

ア
ロ
ー
カ
ナ
を
ち
ょ
く

ち
ょ
く
買
い
に
行
き
、
元

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

多くの人でにぎわう直売所

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それぞ
れに「愛○」の○には色々なことが考えられ
ると思います。組合員の皆さん、「愛○」の○
を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写真
を建設山口教宣部まで送付してください。投
稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿も
募集します。ご自分のお気に入りの場所で、
皆さんにもおすすめの場所についてお書きく
ださい。
　こちらの記事にも写真を添えて、建設山口
教宣部までお送りください。よろしくお願い
します。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

 「愛○」「お気に入りの場所」の
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